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19世紀前半のアメ リカろう教育における手話法（2）

上　野　益　雄

　はじめに

　アメリカのろう教育の歴史において，1863年からマサ

チューセッツ州で，口話法によって指導することを標梼

したろう学校の設立運動が起こってくる。以後，次第に，

口話法は，全国的に広まっていくことになる。この1863

年以前は，アメリカろう教育界にあっては，教育方法に

関する議論は，もっぱら手話に関してのものが多かっ

た1）。従って，1863年以前と以後とに分け，前者の1863

年以前を19世紀前半と考えることにする。

　アメリカろう教育の初期における教育方法では，ド・

レペ（C．M．de1’Ep6e），シカール（R．A．C．Sicard）

を受けついだ方法的サイン（Methodica1Signs）に重点

をおいた指導法から，T．H．ギャローデット（T．H．Ga－

11audet），C。ストーン（C．Stone）などに見られるとお

り，自然的サイン（Natura1Signs）に重点をおく考え方

となっていったが2），1850年代に入って，ろう教育者た

ちの間に，自然的サインの過度の使用に対する批判が高

まってきた。それは，ろう教育の目的の一つは，書きこ

とばを習得することにある3〕，ということから，自然的

サインを用いる方法に重点をおいていたのでは，書きこ

とばに習熟しない，という悩みがあったからである。と

同時に，方法的サインというものに対しても，その濫用

が反省されていた。次のレイ（L．Ray）のことばも，ど

のようなものであれサインー般について述べているもの

である。「…サインが，あまりに多く，あまりに長く続

けて用いられ，指文字や書記言語が使われないというこ

とは，アメリカろう教育の実際上の誤まりである」4）

　当時，初等教育への関心の高まりめ中で，殊に，東部

を中心にこの教育運動の広まりつつあった中で，ろう教

育においても，そうした外部の社会情勢の影響を受けな

いわけにはいかなカ・った。すなわち，従来の「心に観念

を植えつけ，神の存在を知らしめる」5〕という道徳的・

宗教的教育の主眼から，「社会の一員として必要な知識

を身につける」日）という教育目標の変化を反映している

ともいえる。1860年代に入って起こった，口語法による

ろう学校設立運動は，このことを最もよく示している。

とはいえ，19世紀前半のろう教育界にあっでのコンセン

サスは，次のようであった。すなわち，「……すべてろ

う教育にたずさわるものは，サインが，ろう唖教育にお

いて，ある重要な役割をもつことを知っている」7）とい

うことであった。一方，先に述べた如く，ろう教育あ目

灼の一つである書きことばの習得のため，手話は；どの

ような形で，どのような位置づけをもって用いるか，と

いう点で意見が分れていた。このことについて見る前に，

次の，当1時のろう教育者たちに共通する前提をおさえて

おく必要がある。それは，以下のことである。

　①サインというものを，思考のにない手として必要

　　としたこと。　（初期の口語法においセは，こめと。と

　　は否定されなかった。手話排斥は別の理由である）

　②社会との交流は，文字言語によらて可能としたこ

　　と。

　当時の聞題は、！960年代から関心がもたれるようにな

った手話研究，特に，ろう教育における伝統的手話とマ

ニュアル・システム（Manua1System）の問題として現

われており，またバイリンガリズム（Bi1ingua1isI血）の

問題とも関連をもっている。

　本稿では，ケンタッキーろう学校長として指導的立場

にあったJ．A．ヤコブス（J．A．Jacobs）と，同じく指導

的立場にあったニューヨークろう学校長のH．P、ピー

ト（H．P．Peet）について，r言語指導においてサインを

どう考えていたか」ということを，二人を対比させて考

えることにする。

　1．　用語の多義性一方法的サインについて一

　シカールが，ド・レペの方法を受けついでさらに発展

させた方法的サインは，実際的ではなく，あまりに理論

的で，複雑なものであるとして，フランスにおいても，

アメリカにおいても，必ずしも評価は高くなく，次第に

退けられ，変容されていった。ストーンが反対したと同
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　ヤコブスは，サイン自体からみて，方法的サイ　ンと匡

然的サインとの区別をしていない。そしてもしサインが

観念を表わすものでない場合は，そのサインを退けた。

　後に述べるように，H．P．ピートのいう「サインと語

との関係は，異った言語での語と語との関係に等しい」

ということに承服できなかった。ピートの場合を図式に

示すと次のようになる。

図2　ピートの言語と観念の関係を示す図

言語（Signs）　　　一　　　　Idea（ろう1唖者）

言語（文字言語・Spoken　Words）一Idea（健聴者）

　ヤコブスにとってのサインは，意味のある（Signifi－

Cant）ジェスチャーであり，ろう唖者の観念のにない手，

運び手であって，サインと語は同義語（SynOnym）では

ないとした。彼は，文字言語だけでは，ろう唖者は言語

を習得できない，　（勿論，具体物があって簡単なイメー

ジが生じる場合を除いてであるが）という立場をとって

いた。例えば，g・0・O・dという文字は，意味のあるサイ

ンによってその意味が伝えられ，文字とサインとの間に

関係がつくられる。そのため，ろう唖者がサインを忘れ

るときは語の意味は失われる29）というのである。彼は，

文字言語とサインとの必然的，分離できない結合を強調一

した。ヤコブスの場合，図1で示されるように，音声は，

それ自身観念ではないが，思考のにない手であり，文字

言語はその表示物である。観念は，音声のことばによっ

て伝えられる。同様に，サインは，ろう唖者にとっては

音声に代わる必要な思考のにない手であり，文字言語は

その表示物である。観念は，サインによって伝えられる

というのであった。ヤコブスは，文字言語の一つ一つを

サインで表わすことを目ざした。その場合，1司じ綴りの

語でも意味が異なる場合は，異ったサインを用いるべき

だとした。なぜなら，ろう唖者の思考は，われわれが音

声の話しことばで思考するように，サインで思考するか

らであった。ヤコブスの理論の背景には，ロック　（J．

Lock），ブラウン（Th．Brown）流の概念論29）の影響が

みられると思われる。

　。ヤコブろの一般的サイン。

　ヤコブスは，白然的サインに代えて会話的サインとい

う用語を用い，方法1…1勺サインに代えて一般的サインとい

う用語を用いたことはすでに述べた。そこでは，サイン

そのものについて，自然的サインも方法的サインも区別

していない。サインは，ろう唖者にとっての観念のにな

い手であり，観念と書きことばのなかだちをなしてお

り，健聴者にとって音声のことばに見合うものである。

それゆえ，ヤコブスにとっては，すべてのサインが，意

味のあるサイ1イでなくてはならなかった。その点で，従

来，方法的サインといわれているものの中で，意味を正

しく表わさないものが，彼にとって問題であった。方法

的サインがあまりに形式的，機械的になっていることに

ついての反対もあり，例えばストーンは，　「muStとい

う語は，慣習的な，任意的なサインで示されるが，これ

は決して方法的サインではない。これは，義務とか責任

とかの一般観念を表わすものである」呂O〕と述べ，慣習的，

任意的なサインであっても，サインとして適切なものが

あることを示している。ヤコブスも，サインの考え方に

ついてはストーンと通ずるところがあり，例をいくつか

あげている。ヤコブスが不適当とする方法的サインの濫

用とはどんなものであったか次にいくつかをあげよう。

　シカールの弟子が教室で書きとりの際に用いていた一

例をあげてみる31）。それは工0aSted　CheStnutS（焼いた

くり）という語の書き取りをさせた際，そのu焼きぐり”

を教室へもってきて生従たちにその名前を聞いたところ

誰も「知らない」というこたえであった。そして，教師

が「君たちは，もうその名前を書いたのだよ」と言った

とき，生従たちはおどろいていた，というものである。

つまり教師はrOaSted　Vea1（焼き肉）のときの方法的サ

インをroasted　chestnutsのときを用いて，chestnuts

を串さしてしまったのであった。

　もう一例は，The　cat　is　a　domestic　anima1．という

文章で，domesticの方法的サインで1ackyとかwaiter

（従者）のサインで表すことであった。またbum　up

のときのbumを，熱いストーヴから急に手をはなすサ

インで示し，upは上方の意味で示されるのであれば，

意味はさっぱり通じないことになる。乙のようにヤコブ

スは，誤ったサインの濫用を認めなかった。彼は，意味

のあるサインを語順にあわせて使うことを提唱した。彼

にあっては，方法的サインという用語は放棄され，サイ

ンはすべて単に自然的サインのことを示しており，それ

が拡大され，組織化されて，書きことばの配列と慣用旬

に一致したものとなることをねらった。故に，彼は，あ

る語に対して特定のきまったサインが固定化しているこ

とに反対した。語は，それぞれの状況で意味が変わる場

合があり，サインが変わらないのは不自然と考えたから

であった32）。ストーンのあげた例のTrees　bear　fruit

の場合のbearはyie1dとかProduceとかのサインに

すべきであり，we　bear　pain，bear　a　bu工denなどでは

別のサインとなる。もしその語が，語根やその語の一般

的意味からそれるならば，サインもそれに従って変わる
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べきだとした。語のみを表示するサインでなく，語と観

念が分離しがたく連結したサインを使用すべきであると

した。

　ヤコブスは，あくまでろう唖者に対してのサインの重

要さを強調した。それは，ろう唖者は，書記言語をみる

だけでは，観念は心の中に起らず，教育もできないとい

う考えであった。聴者が「心の音（sound　in　mind）」を

失わないのと同じように，ろう唖者はどうして「心のサ

イン（SignS　in　mind）」を失うことがあろうか。教育さ

れたろう唖は，書きことばをみるとき，自然にサインが

心の中に呼びさまされるものである，と考えた。この点

についてピートもバーネットも意見を異にしていた。ピ

ートは，ろう唖者に対して，自然的サインを用いて物事

を説明し，書きことばで表わされた意味内容が理解され

れば，書きことばそのものによって，教育しうるし，ろ

う唖者は，．書きことばに習熟しうると考えていた。従っ

て，ヤコブスのように，すべてを方法的サイン，つまり

彼の一般的サインで示さねばならないというこには，二

重手間であり，不必要なことだと考えた。ヤコブスにと

っては，一般的サインは，欠かせず，ピートやバーネッ

トらが書記言語そのものでろう唖者は，知識が得られる

ということとは意見を異にしていた。

一般語（Genera1Words）が，聴都ことって必要な如

く，一般的サイン（Genera1Signs）なしでは，教育が進

められなかった。man，ho工se，house，tree，などの一般

語，さらにより上位のanima1，being，weather　co1or，

COnditiOn　といったような一般観念を表わす多くの語，

名詞のほか動詞，形容詞，など類概念を生従たちに伝え

るために，意味のあるサインを書きことばと結びつける

ことによって，はっきりした観念を心の中にうえつけな

くてはならないとしている。しかし彼は，このようなサ

インを，どのようにして作り出していくか困っていると

白状していろ宮3）。

　4．H．P・ピートの反論・

　J．A．ヤコブス，J．R．バーネット，H．P．ピートすべ

て3人とも，書きことばがろう唖者にとって習得すべき

ことである，という点では一致していた。・バーネットは，

ヤコブスについて，ハイニッケの考え方と同様，古いも

のである34）と述べている。つまり，ハイニッケが音声語

を本質的なものと考えたのと同じく，ヤコブスがサイン

を欠かせないものと考えたことをさしている。ここでは

バーネットについては扱わないが，ピートの考え方につ

いて述べてみよう。

第3巻　第2号

　ピートは，「語はサインの表示物ではなく，観念の表

示物となりうる」として，ヤコブスのいう「ろう唖者か

物を表わすために採用したサインを，書きことばと結び

つけるのをやめる時，彼は，その語の意味を知ることを

やめる。それは，月が輝くのをやめるとき，夜は暗くな

るのと同じように明白な事実である」85）という主張に反

対する。ろう唖者が物事を直接書きことばで，知識を得

ることができる。その助けとして自然的サインが用いら

れるとした。ろう唖者は，この会話に用いられるサイン

で教えられていても，抽象的観念の直接の記号として，

語を用いることを知っている。どんな語でも，そのろう

唖者の知的発達の程度によって，パントマイムによって

もその語を説明すれば，感覚されるものであれ，行動で

あれ，もしくは，色，時，経験，希望などという抽象語

であっても，差異なく，利用でき，生徒がその後を表わ

す簡単なサインがないときは，．彼は，記号として与えろ

れた語を用いることができる36〕，といっている。

　ろう唖者は，語や旬を，観念の直接のサインつまり会

話的サインやパントマイムによって学ぷのではなく，そ

のように説明された語として学びうける。さらに，一度

使ったサインを忘れてしまっても，一方でそれ牢相当す

る語は忘れずに保持している。これはヤコブスのいう事

実と反するといっている。ピー・は，語とサインの関係

は，図2に示したように基本的には，異った言語の間の

相当する語の関係と同じだとした37〕。

　ピートは「何干何万という語のためのサインを作り出

すための非常な学力を費いやす必要があろうか」38〕と述

べ，ヤコブスの言っている理論は，非常に単純なもので

あり，実践にうつすには無限の労力が必要であるといっ

ている。

　ピートは，方法的サインについて次のように指導の中

で考えていたヨ9）二

　「教育の初期の段階では，方法的サインは，利益をも

って使用されうる。しかし生徒が，言語を理解すること

ができた段階以後には，この方法的サインは使．われな

い。教育の初期の段階の目的は，言語の構造の法貝帷教

えることである。生徒が，彼に伝えられた観念を理解し

たところでは，その後は，目然的サインを通して，聴児

に伝えると同じように人間の知識のいろいろな部分の情

報を，心の中へ注ぎ込むのである」このようにピートは，

ある段階に達するまでは，方法的サインが必要であり，一1

言語の構文をしっかり覚えるためのものであり，その後

の知識の注入では自然的サインを大いに活用するという

考えであった。
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R6sum6 

Manual Method of the Education for the Deaf and Dumb 

in America in 1850's. 

Masuo Ueno 

The purpose of this study is to make clear the manual methods of two instructors. They are 

J. A. Jacobs and H. P. Peet. 

At that time, one of the main objects of the education for the deaf and dumb is the acquisition 

of written language. 

J. A. Jacobs thought by signs the vehiecle of ideas to deaf-mutes. That is, 

(D Signs as the means of interpreting written language, following the order of the words. 

(~) Signs, naturally significant, or having their significance founded on nature analogies. 

. He thought that the written word is not Synonym of the sign, but the representative of the 

<'idea" conveyed by the sign. 

H. P. Peet regards the written word and significant sign by whicll it is interpreted to the deaf-

mute, as synonyms, as two words in different language. He thonght that the method of J. A. Jacobs' 

<<signs in the order of the words" is difficult and slow to learn language, and under a skillful teacher, 

the pupil will learn to read and write without the medium of signs. 

He argued that natural signs are necessary to cultivate the mind of the deaf-mute, and to give 

the information of knowledge for them. 

In his opinioyl, methodical signs are used to aquire the structure of the sentence in the clas~ 

room. 
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